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和歌山県工業技術センター

新年の 一‘し—· あい さつ

和歌山県知事

仮谷志良

明けましておめでとうございます。

県民の皆様には、健やかに、新春をお迎えのことと存じます。
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昨年は、激動の昭和の時代に幕がおり、思い入れ多い大きな歴史の節目を経験した年で

ありました。県政におきましては、県民の皆様のご協力を得て、交通体系の整備、リゾー

ト開発、企業誘致等、長年の諸課題が大きく前進し、多大の成果をおさめたところです。

本年は、 1990年代最初の年。未来の代名詞のように言われた21世紀を目前にしています。

時代のトレンドとも言うべき国際化の波が着実に押し寄せるなか、本県の社会、経済活

動に計り知れないインパクトを与える関西国際空港の開港まであと 3年。

「潮満ち、風ふくらむ」この好機をとらえ、汗を流し、知恵をしぽり、県勢浮揚の戦略

として取り組んでいる各種プロジェクトの達成を急がねばなりません。

海・山 ・川 の豊かな資源や、歴史的な遺産を存分に活用して魅力ある県土の創出に努め

てまいります。

そのためにも、なお一層、社会基盤の整備、集積を進め、産業構造の多角化や、地域文

化の振輿を図り、ゆとりとやすらぎのある県民生活の実現に全力を傾注してまいります。

豊かさの質が問われる平成の時代。誰もが幸せを実感できるふるさとを築き上げるため、

「躍動の時代、豊かな和歌山の創造」をめざして、109万県民の力を結集しようではありま

せんか。

年頭にあたり皆様のご多幸を祈念し、県政への一層のご理解ご協力をお願い申し上げご

あいさつといたします。
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年頭の 一‘
し一 あいさつ

工業技術センター所長

横山勝雄

謹しんで新春のお慶びを申しあげます。

90年代のはじまりである本年は、工業技術センターにとりましてもこの名称で迎える最

初の新年でありかつ実際上も「スタート」の年であります。

即ち再編整備の根幹でありますセンター現地再開発、研究諸制度の創設・充実等技術の

架け橋理念を具体化するための諸事業を現在予算要求中であり、平成 2年度がこれら事業

のスタートとなるべく努力しているところでございます。

今後、新規事業が認められた暁には、その内容について周知を図り血となり肉となるよ

うな形で展開していけるように皆様方の御意見を十分踏まえて参りたいと存じます。

皆様方には平素から当センター及び同事業に就きまして御協力、御支援を賜り誠に有難

うございます。今後とも当センターが県民の財産であり皆様方の技術相談部門であり、研

究開発部門であり、商品テスト部門であり、人材研修部門であるとお考え頂き御利用願い、

改善提案等も頂ければ幸いです。．．

90年代の始まりである本年が、皆様の事業展開、企業経営にとりまして更なる飛躍の年

となり、豊かさを実感できるスタートの年ともなりますよう祈念いたしましてごあいさつ

とさせて頂きます。
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マイクロカプセルとその応用
化学食品部前田 育克

1 はじめに

マイクロカフ セ゚ルというとすぐに風邪薬を思い

出すのであるが、ここで取り上げるのはより 機能

性を持たせた材料を作りだすための技法であり、

機能性を持った材料自身である 。最近、ある大手

の化学会社がこのマイクロカ プセル技術！）を利用

して本来、 2液性の接着材を 1液性に変えること

により 2つのものを混合することなしに使用できる

ようにした。また、徐放性の医薬、農薬への実用

化も大いに加速されているところである。このよ

うにマイクロカプセルは多くの分野で利用するこ

とが可能であり、しかもより機能性を追求できる

ところに魅力を感じさせるものである 。今回は、

マイクロカプセルに関することと、以前からある

微小中空球体との関係も同時に明らかにしたいと

考えているところである 。

2 マイクロカプセルとは

マイクロカプセル (Microcapsu-les)はふつう

直径が数μから数100μ までの大きさの高分子の容

器を意味し、核物質（芯物質ともいう）の保護、

芯物質の放出調整などの機能を持っている 。また、

マイクロカプセル化 (Microencapsulation)によ

り物質の形態と性質を改変することができる 。具

体例をあげると、揮発性物質の保護、反応性物質・

不混合物の混合化と貯蔵、毒性物質の取扱の安全

化、味・ 臭い・触感の隠ぺいの改良、湿気・光・

酸素からの保護、形態の変化、色の隠ぺい、熱・

光・ 磁カ・放射線などに対する感応、溶解性の改

変、 比重の改変、放 出条件の調整制御などがあ

る。

． 

2
 

和工技技術情報164(1990.1)



． 

．
 

3 微小中空球体とは
2) 

微小中空球体 (Mici:o-hollowspher・e) はふつ

う直径が数μから数100μまでの大きさの有機質

あるいは無機質材料で構成された中空球体を意味

し、それらの一般的性質（容積比重小、不活性、

熱伝導率小、耐熱性、耐薬品性など）より、各種

マトリックス（樹脂、金属、セラミックス、ワッ

クス、金属酸化物など）と組み合わされてそれら

の軽量化、強度調整、さらに加工性、保温性、し

ゃ音性、不燃性、増量性などの特性の調整機能を

持っている。

4 マイクロカプセルと微小中空球体の相違点

両者ともそのもつ構造は似かよっていてもその

利用法はかなり異なることが考えられるし、今後

もさらにその利用法に関しては多くの新しい事実

が生まれることが期待される。微小中空球体は複

合的に使用され、軽量化や比重調整の役割が主で

あり、微小中空球体のなかにものを入れることは

まれにあっても徐々にものを放出するなどの機能

性は要求されないものであった。一方、マイクロ

カプセルの方は単純な用途だけでなく合成段階か

らより複雑でしかも高度の機能性を有する設計が

なされた物が多いことが特徴であると考えられる。

つまり、ただ、ものをマイクロカフ゜セル中に入れ

たというだけではマイクロカフ゜セル化とは言えな

いようだ。

5 マイクロカプセルの応用例

マイ クロカプセルの応用については大変多くの

例が報告されているが、紙面の関係上、次の 2点

について示す。

1)徐放性医薬と持効性農薬

徐放性医薬に関しては60年代から、また持効性

農薬に関しては70年代からそれぞれ実用されてい

る。医薬品の服用に際しては臭いや味の不快感が

なく、服用量か最小限で、副作用ができるだけ抑

制され、かつ効果が持続するようなものがよいと

される。その意味で、マイクロカプセル化は極め

て有効である。またマイクロカプセル化の条件と

して、その素材が人体に無害であ り、不活性で、

蓄積されず、排出されるか、体内で分解されるも

のが挙げられる。現在では、数多くのマイク ロカ

プセル化剤が市販されている。将来、ホルモンや

ワクチンなどの長期にわたる作用を必要とするも

のが期待されている。

一方、農薬に関しては、塩素化炭化水素類に代

・わって有機リン農薬が需要を増、してきている 。こ

の農薬は毒性が強く、短い期間しか効き目が持続

しない欠点をもっている。よって一度に多くの農

薬を使用する必要があり、無駄であ りしかも危険

である。そこでマイクロカプセル化の技術が活用

されてきた。

2) リアクターとしてのマイクロカプセル3)

以前からマイ クロカフ セ゚ル内の水相に触媒や酵

素さらには菌体を含んだカプセルの研究が多くな

されていた。触媒が小さい場合にはカプセル内か

ら徐放されることにより反応をコントロールする

ことができたし、酵素や菌体を封入したカプセル

では酵素などの安定性や繰り返し利用などの点で

すぐれていた。ここでは相間移動触媒固定化カプ

セルについて紹介する。図 1に示すようにベンジ

ルプロミドのクロロホルム溶液を含んだナイロン

製カプセルの表面に疎水的なオニウム塩を側鎖に

もつポリマーをグラフ ト重合させたものをNa凡水

溶液中に入れて反応させると 3~50倍反応が加速

された。
4) 

CH,Br CH,N3 

◎ +NaN3 二 ◎十 NaBr

ナイロンカ プセル

（翡~;:"m)
Na+N,— 
水溶液

オニウム塩を側鎖にもつ

グラフトポリマー

図 1 相関移動触媒固定化カプセルと

反応例
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各種光源下における色合わせの評価
一条件等色指数MIの適正について一

繊維木工部ナこ粒く 成男

1 はじめに

2つの色刺激が、ある一定の観測条件、すなわ

ち照明光源・観測者・（着色物）、の下で等しく感

じられる現象は条件等色と呼ばれ、染色•印刷・

塗装 ・写真 ・カラープリ ント ・TVなど実用色再

現系において極めて重要な役割を果たしている。

しかし、通常、それ らファクターの 1つ以上が変

化したとき等色関係は崩れ、その崩れが大きい場

合、色再現あるいは製品そのものの評価に深刻な

影響を与える 可能性があることも無視することが

できない。

条件等色は、その変化ファクターの種類により、

光条件等色、観測者条件等色および幾何学的条件

等色に分類されるか、上で挙げた着色加工業務に

ついては光条件等色が最も大きな影響を及ぼす。

（以下、 「条件等色」は特に断らない限り光条件

等色を指す）例えば、ある色見本を染色などによ

り色再現するとき、色見本とできあがったサンプ

ルの色対が、 （基準）光源のもとでほぽ（十分に、

または、許容される程度に）等色であると評価さ

れ、合格と判断したとする。その後、これとは異

なった光i原のもとで色対を観測評価すると、色違

いが許容域を逸脱し、不合格となるような場合が

想定される 。 もちろん、評価者か変われば観測者

条件等色の崩れも加わり、色合わせの評価の不一

致度はますます高〈なると考えなければならない。

現実の色判定の場にあっては、むしろこうした

ケースが一般的である 。ただ、合否判定の不一致

の原因が、複数の観測者の色感覚といった主観の

相違に のみ帰せられてしまい、観測光源の違いに

基づく変動の相違については案外省みられないこ

とは、条件等色の影響を考慮する上で不都合なこ

とといえる 。従来より、観測光源の重要性につい

ては、たびたび論ぜられ解説されてきたことであ

り、直接の担当者についていえばその理解も十分

に行き渡っているものと考えられる。しかしなか

ら、現場での熟練により培われた作業者の視感に

対する過剰なまでの信頼が、条件等色に対する現

実的な認識を妨げてきたようにも考えられる。確

かに、観測者個々人にとって視感評価の安定性と

再現性は有用であり、また必要な能力といえるが、

それは観測光源の変化に伴う色対（色）の見えの

変化のような異なる次元での色知覚現象までをも

補償するものではないのである 。

このため、なんらかの方法により色合わせ判定

の観測光源のちがいに伴う変化、すなわち条件等

色の崩れの大きさを定量的に評価することが必要

になる。さらに、上記した実際の着色作業などで

は、次の 3点に関連して実生産に先立ちその崩れ

の大きさを予測し、生産加工情報の中で検討する

ことも意義深いことといえる 。

ア）生産者と発注者間における色合わせ精度の

評価

イ）異なる被着色素材と異なる 色材における色

合わせの評価

ウ） CCMのような三原色色合わせ（本質的に

メタメリックマッチを目指したもの）への

対応。通常、色見本と、サンプルの作成に

使用される素材と色材は異なったものと考

える必要がある。

こうした状況に対処するため、JI Sにおいて

も条件等色の測色による定量的評価方法が規格化I)

されている。実際上、条件等色の崩れが問題とな

るのは、すべて上述のような不完全等色について

であり、この場合、現行JI Sによる条件等色指

数 (MI: Metamerism Index)の算出過程では

乗法的補正か用いられる 。これは基準となる光源

下での見本色とサンプルとの色差を、試験光i原下

における色差から計算上相殺するような補正であ

る。 しかし、理論的な意味は別にして、前述のご

とく素材と色材の違いや、その作業に要する労力

と時間を考慮するならば、そのような補正の現実

での成立はあり得ない。このように考える時、色

合わせ評価における観測光源による変化の推定値

． 
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としてのMIの適性については、吟味の必要があ

るように考えられる。

本稿は、色合わせ評価における観測光源の影響

について、視感判定と測色計算値により比較を行

い、先のMIの実用上の適性についても確認する

ことを目的として行った検討を概観したものであ

る。

2 実験方法

見本色 ：マンセル色票のニュートラルグレー

(N 3、N5、N 7) 

サンプル調製：三原色用反応染料（黄 2種、赤

4種、青 3種）を使用して、綿ニット（未シ

ル）を CCM処方（色合わせの基準条件は D

65、10・)にしたがい試染し、 1回修正の後再

試染を行う。各サンプルの測色計算上の等色

度は、基準条件のもとで試料N-3を除き△

E *abが 1以内に納ま ってお り、これは標準

的な色再現の許容度を満足するものといえる。

（表参照）

視感評価：視感評価用BOX2)を用い、試験光源と

して条件等色度評価用光i原(D65、A、F6、

FlO)の実用近似光源及び北空昼光を使用し

た。

視感評価リファランス ：染色堅牢度判定用変退

色用グレースケール

以上の方法により 、調製したサ ンプルと色見本

を各種実用光源のもと、リファランスとしてグレ

ースケールを用いて視感評価を行い、各色対の等

色度を¼級間隔で評価した 。

3 結果

N 5の結果について、各試験光源下での MI

（△ E *ab) と見本色との色差（△ E*abと△ E

*CMC(l: 1)) をまとめて下表に示す。同表

には、各々の色差等が対応するグレースケールの

等級値と条件等色指数として実用的に判断した場

合の合否判定を併記した。 判定基準は次のとおり

である。

(MIはJI S法に準拠して△ E*abで計算さ

れている。）

合格 4-5級以上 （表中 0) 

△E * ab~l.24、△ E * CMC~ l .26

注 意 4-5~ 4 （表中△）

△E * ab~2.06、△ E * CMC~2. 15

不合格 4級未満 （表中 X) 

△E*ab:;;?;2.06、△ E*CMC:;;?;2.15 

．
 

D 65 A F 6 F 10 

色差等 Rating P/F 色差等 Rating P/F 色差等 Rating P/F 色差等 Rat mg P/F 

MI I) 2.08 3-4 X 1 05 4-5 

゜
1. 29 4 △ 

△E *ab 0.818 4-5 

゜
2.301 3-4 X 0.541 4-5 

゜
1.344 4 △ 

N5-l 
△E*CMC 1.037 4-5 

゜
3.482 3 X 0.786 4 -5 

゜
2.041 4 △ 

視感 判定 4.75 4-5 

゜
3.25 3 -4 X 4.5 4 -5 

゜
4 4 △ 

MI 3.96 2-3 X 1.61 4 △ 1.63 4 △ 

△E *ab 0.424 4-5 

゜
3.875 2-3 X 1.682 4 △ 1. 751 4 △ 

N5-2 
△E*CMC 0 446 4 -5 

゜
5.971 2 X 2.095 4 △ 2.323 3-4 X 

視感 判定 4 25 4 △ 2.75 2 -3 X 3 25 3-4 X 3.25 3 X 

M I 0.28 5 

゜
1.06 4-5 

゜
1.65 4 △ 

△E *ab 0.578 4-5 

゜
0.787 4 -5 

゜
1.378 4 △ 1. 726 4 △ 

N5-3 
△E*CMC 0.585 4-5 

゜
0.927 4 -5 

゜
1.948 4 △ 2.636 3-4 X 

視感判定 4-5 4 -5 

゜
4.25 4 △ 3.25 3-4 X 3.25 3 X 

MI 0.63 4-5 

゜
0.53 4-5 

゜
0.78 4 -5 

゜△E *ah 0.851 4 -5 

゜
1.197 4-5 

゜
0.911 4-5 

゜
0.733 4-5 

゜N5-4 
△E*CMC 0.803 4-5 

゜
1.444 4 △ 1.027 4 -5 

゜
1.038 4-5 

゜視感判定 4-5 4 -5 

゜
3.75 4 △ 4 4 △ 4.5 4-5 

゜1)メタメ リズム指数・JIS Z-8720('84)乗法的補正を行ってCIEL*a* b＊色差で算出
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4 検討

測色計算値から与えられる判定は視感判定より

も等色度の低下を小さく見積る傾向がある。特に、

MIについてはその算出過程からも推定されるよ

うにその度合が顕著であり、結果的に多くの リス

クを内包した推定値しか与え得ず、実用的には問

題がある。視感判定のばらつきを考慮して、△ E

*ab(MI)、△ E*CMC各色差の各等級代表値に

視感等級の½級の許容度をもたせた場合の、両者

の判定一致率は、 MIと△ E*abで約43%、△E

*CMCの場合約57％であった。前二者に比べ△E

*CMCの場合、推定と視感との差異に関して過小

に計算してしまう危険性の少ない推定指標と判断

される。

こうした色合わせ判定が使用した光源の種類に

より大きく異なることから、測色計算推定値は A、

F6、FlOの全てについて検討する必要がある。総

合的な評価にはそれらの平均値などが目安として

使用できる可能性もある 。もちろん、 CCMで求め

られた処方で作成されたサンプルについては、用

いられた基準光以外の実用光源を観測光源として

選ぶことは、自社の色彩管理の上からも、商取引

上のトラプルを回避するためにも絶対に避けられ

るべきである。

また、実用光源による観測を行うときは、グレ

ースケールのような リファランスを用いることで、

MI標準を作成することが有効と 考えられる。い

ずれにしても、今後CCMの様な三原色色材による

調色方法が中心になって行くであろうことを考慮

するとき、この問題はきわめて重要な意味を持っ

てくることだけは確かであろう。

5 補遺

今後の検討に際しては、無彩色近傍の色以外で

の追試が必要であるし、そのときの視感評価によ

る変色判定とそのばらつきの大きさが課題となろ

う。また、現実には一般的ではあっても、視感評

価におけ る紙製の色票と染色布のようなテクスチ

ュアのちがいも検討される必要がある。さらに、

本検討のような簡便法 とは別に、色対個々の分光

分布の違いを基礎とした本来の理論に基づく指標

が考案される必要がある。

参考文献

1)物体色の条件等色度の評価方法；JIS Z-

8719('84) 

2)大萩ら ；昭和63年度 日本色彩学会関西支部

大会講演予稿集，9,'89（大阪）

皮革分場く設備紹介〉

デイジタル制御万能材料試験機

平成元年度の技術指導施設費設置事業の補助金

を受けて購入しましたので紹介します。

機器名：ディジタル制御万能材料試験機

メーカー ：インストロンジャパン（株）

型式： 4501

仕様 ：

最大荷重 ：500kg

クロスヘッドスピード： 10mm~l,OOOmm/min

目 的： 革の物理試験及びデータ解析能力が大

きく、業界のお役に立つことを期待し

ています。

〔石原矩武〕

． 

． 

デイジタル制御万能材料試験機
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最近高分子材料や新素材の開発が進むなかで、

特に複合機能材料の開発と利用に伴って、

① ひずみや応力がないこと

② 熱による材質的な変化がないこと

③ これまでの切断法では切断が困難なものの切

断が可能であること

の 3点を満たす加工法として、ウォータジェッ

卜切断が急速に注目を集めるようにな ってきたの

で今回紹介いた しま す。

1 ウォータジェット切断技術

ウォータジェットとは水の噴射であり、利用の

歴史は古く、すでに 100年はど前から、洗浄や採鉱

などに利用されていた。これ等が高圧化され、ま

た研摩材を混入するなどの工夫がなされ近年急速

に発達した。

ウォータジェット切断の型式による比較を表 l

に示す。

表 1 ウォータジェット切断の型式による違い

型 式
圧力 対象材料
(kgf /cm') 

2,000 
ゴム、皮革、プラスチック、

純 水 型 I FRP、紙、冷凍食品、
6,000 

木材

乾式 1,000 
金属、セラミックス、ガラ

I ス、コンクリート、岩石、
アプレイシプ型 3,000 

FRM 

スラリー式 1,000 禅板、乾式ではパリのでる
I 

アプレイシプ型 3,000 延性金属

1)純水型ウォ ータジェ ット

水の吐出圧力を2,000kgf/c而以上とすれば、水噴

流の速度は音速を超える、このエネルギーにより

紙や皮革及びプラスチック系材料など、 比較的や

わらかい材料の切断が可能である。

2) アプレイシプ型ウォータジェット

アプレイシプ型ウォータジェットの切断状況を

工

写真 1

図 1

ッ 卜 切 断

写真 1に、ノズルの構造を図 1に示す。研摩材は

粉体として供給される乾式と、前もって研摩材を

水に分散させたスラリーとして供給されるスラリ

ー式があり、グラインダやサンドペーパによる加

工と類似した原理で切断される。

アプレイシプ型ウォータジェットによる

アルミ（板厚50mm)の切断状況

高庄水

゜
ウォータノズル

ウォータジェット

阿 昆ほ材

合室

アプレイシプノズル

］ 
アプレイシプウォータジェット

アプレイシプノズルヘッドの概念図
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2 切断加工例 の加工例を示す。

表 2に純水型の加工例、表 3にアプレイシプ型 なお、感心をお持ちの方は種々加工実物やパン

フレ ット等もありますので、機械電子

切断対象物 材料(m原m)さ 吐出圧力 ノズル径 切断速度
備 考(kgf/CIIf) (mm) (mm/min) 

ア ク IJ ｝レ 1.0 4000 0.2 1500 

A B S 樹脂 3.0 3500 0 15 100 板も切原1断6mm部

ボリカーポネート 1 2 4000 0.2 1500 

ケプラー織物 約0.5 3500 0.2 40000 

積層材（発泡スチロール＋
約11 2000 0.2 18000 チップポード＋アルミ箔）

F R p 約11 2000 0.3 1000 

磁器 夕 イ ）レ
13 3500 0 2 20000 （焼き 入れ前）

表 2 純水型の加工例 部までお問合せ下さい。

参考文献

松村裕之 ・池本喜和•清水英樹： 川

崎重工業卸技術研究所 溶接 ・加工研

究室，ウォータジェ ット切断の開発と

応用

〔岩鶴昭〕

表 3 アプレイシプ型の加工例

切断対象物 材料(mm厚)さ
吐出圧力 ノズル径(mm) 切断速度 研摩材種類 研摩材供給最

備 考(kgf /cm') （ウォータ／アプレイシプ）(mm/min) (kg/min) 

アル ミ 85 2000 0.4/1.3 20 ガーネット(#80) 0.4 

ステンレス 50 2000 0.4/1.5 15 ガーネット (#60) 0.6 

高張力鋼 40 2000 0.5/1.6 20 ガーネ ット(j:f60) 0.5 

チ
18 2000 0.4/1.7 60 ガーネ ット(jj:80) 0.5 

夕 ン
10枚重ね0.11 2000 0.4/1.0 100 アルミナ(#280) 0.4 

銅 10 2000 0.4/1.5 100 ガーネ ット(#80) 0.4 

GFRP 19 2000 0.4/1.1 200 ガーネ ット(if80) 0.2 

AFRP 6 2000 0.4/1.6 600 ガーネット (#80) 0.4 

CFRP 5.5 2000 0.4/1.6 1000 ガーネット(#80) 0.4 

御 影石 20 2000 0.4/1.5 50 ガーネ ット(#60) 0.4 

3.6 2000 0.4/1.1 500 ガーネ ット(#80) 0.2 
夕 イ ）レ

ガーネ ット(jj:60) 13 2000 0.4/1.3 200 0.6 

けい素鋼板 t0.53Xl0枚 2000 0.4/1.5 50 ガーネット(#80) 0.4 重ね切断

銅張積層板 tl OX 30枚 2000 0.4/1.1 100 ガーネ ット (#80) 0.4 重ね切断

炭素鋼鋼管
¢27X t3 2009 0.4/1.1 450 ガーネット (#80) 0.2 穴あけ

II 2000 0.4/1.2 10000 ガーネット(ii80) 0.2 デスケーリング

ポイラーチュープ ¢63X t4.3 2000 0.4/1. 7 10~50 ガーネット (#80) 0.6 

．
 

．
 

三•お知らせ―-------—~‘^~‘^~`--‘^~`^~‘一｀＾一＾ー一一＾ー一――^~‘～ー＾ー～＂

! JIS溶接技術検定試験 i 
I ＊ 平成 2年 3月24日出 ・25日（日） 於 ・和歌山県工業技術センター I 

検定申込締切 平成 2年 2月28日（杓迄

し 詳細は工業技術センター機械 電子部までお問合せ下さい 。
――̀ ―̀  ~—• -‘~ ~ ←―一ー、／ー～＾し←~ ~ ・一― し 一~ ・—- . — ←-- .—~ ---. ----r-~^ ／ーヘク—‘‘｀← ｀ョ~ ~ 一~ ＾――̀‘`̂ ク‘/-~ /̂-~̂ グ―̀ ^̂ ’`ーヽ． ー 一一 ヽ•.----. ---‘~ • ← →一ヽ•.----/-~^ /-~^ r`^^／ーヘ＾グーヘ一／―‘‘• - ‘ ~ ·一~． ． ー ・←――~ • •. ~ · 一~ ．—- ． → 一一｀~グ
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